
活動期間 ：平成２２年８月１８日

～平成２３年 ６月10 日

構成人数：江崎美樹（リーダー・書記）

山下浩司（データ収集・ＰＣ操作）

江藤宣子（データ収集・日程調整）

サークル名：相・相・相・相・eyeeyeeyeeye・愛サークル・愛サークル・愛サークル・愛サークル



①支援の一貫性

②職員能力の差

③入所者の思いに応える



現状現状現状現状把握１把握１把握１把握１

～情報伝達手段～～情報伝達手段～～情報伝達手段～～情報伝達手段～

・PC(サイボーズ掲示板)

・朝礼・昼礼

・日誌(介護日誌・宿直日誌・看護日誌)

・職員会議
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64.7％

パレート図

平成２２年 ９月 １日～ ９月３０日

問題問題問題問題 件数件数件数件数

一貫性がない １１件

思いに答えられてない ４件

職員の能力に差がある ２件

合計 １７件

日誌から抽出



０さんは、病院から退院され一ヶ月ほど経ったところです。

入院期間中のＡＤＬは自立しており、移動には本人の歩行器を使用

して、日中のレクリェーション活動等、意欲的に取り組まれ、良い

状態でした。主治医から施設生活に戻っても現状を維持するように

と退院時に指導を受けていました。

この情報は共有の情報として周知されたものの、退院後のケース

会議は実施されず、支援方法を決めなかったため、職員によって対

応にバラつきがあり、統一した支援が出来ませんでした。

結果的にＯさんは、歩行器を拒否するようになり、終日車椅子を

使用するようになりました。また、日中活動はなくなり、食事・入

浴・おやつ以外は居室で臥床中心の生活となりました。



目標設定目標設定目標設定目標設定



要因の解析

一貫した支援ができない特性要因図
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情報が一本化されていない

職員

方法 道具

環境

会議やミーティングを

開催する時間がない

情報が途中で止まる

話が逸れてまとまらない

業務調整ができない

ケース会議が開催されない

必要性を感じない

業務に追われている

支援内容が決まらない

気が散る

問題意識がない

ケース会議に時間がかかりすぎる

支援方針を決定しない

業務に追われている

興味がない

検討項目が多すぎる

様式が使いにくい

情報の更新ができていない

忘れる

各部署の連携が取れていない

当事者意識がない

他部署を当てにする

各部署のとらえ方が違う

集まる場所がない

情報が多すぎる

自分勝手な判断する

周知徹底できない

必要性を感じない

人によって解釈に差がある

情報に一貫性がない

面倒くさい

危機感がない

無責任

人任せにしている

書類が多い

情報不足

決定事項を守らない

入所者対応で会議が中

断する

情報伝達に時間がかかる



要因の要因の要因の要因の解析から・・・解析から・・・解析から・・・解析から・・・



①１回の時間が長く、開催回数が少ない。（１時間程度）①１回の時間が長く、開催回数が少ない。（１時間程度）①１回の時間が長く、開催回数が少ない。（１時間程度）①１回の時間が長く、開催回数が少ない。（１時間程度）

（問題があっても、すぐに対応できない）（問題があっても、すぐに対応できない）（問題があっても、すぐに対応できない）（問題があっても、すぐに対応できない） 「年間５５回」「年間５５回」「年間５５回」「年間５５回」

②方針が決定されない②方針が決定されない②方針が決定されない②方針が決定されない

（ただ、あぁでもない、こうでもないと話をするだけ）（ただ、あぁでもない、こうでもないと話をするだけ）（ただ、あぁでもない、こうでもないと話をするだけ）（ただ、あぁでもない、こうでもないと話をするだけ）

③方針が決定しても、全員が統一した行動をしていない③方針が決定しても、全員が統一した行動をしていない③方針が決定しても、全員が統一した行動をしていない③方針が決定しても、全員が統一した行動をしていない

（情報の共有化が不十分（情報の共有化が不十分（情報の共有化が不十分（情報の共有化が不十分→→→→当事者意識が薄い）当事者意識が薄い）当事者意識が薄い）当事者意識が薄い）

（（（（1111度にたくさんの支援内容を決めるため、忘れてしまう）度にたくさんの支援内容を決めるため、忘れてしまう）度にたくさんの支援内容を決めるため、忘れてしまう）度にたくさんの支援内容を決めるため、忘れてしまう）

ケース会議の現状（問題点）ケース会議の現状（問題点）ケース会議の現状（問題点）ケース会議の現状（問題点）



対策の立案 効効効効

果果果果

実実実実

現現現現

性性性性

評評評評

価価価価

◎ ◎ １０

○ △ ４

○ ○ ６

◎ ◎ １０

◎ ◎ １０

○ ◎ ８

◎ ◎ １０

◎ ○ ８

◎ ◎ １０

◎ ◎ １０

◎ ◎ １０

◎ ◎ １０

◎：５点 ○：３点 △ １点

作成日：平成２２年１２月２４日

作成者：江崎 美樹

１０分

朝礼後に実施

議事録同時作成

書記を配置する

２０分

担当者

提案者

１会議１議題

事前に議題を連絡

スタンディングで行

う

朝礼前

昼礼前

会議時間短縮

会議時間を毎日

業務に組込む

開催時間を固定

議長を配置

議題を絞る

全員参加（出勤者）

サイボーズの活用

方針を決定する

早く周知する
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対策の実施

なぜなぜなぜなぜ 何を何を何を何を 誰が誰が誰が誰が いつまでにいつまでにいつまでにいつまでに どこでどこでどこでどこで どのようにどのようにどのようにどのように

一貫した支

援をするた

めに

ケース会議

を

職員が 平成２３年６

月１０日まで

に

職員室で ・朝礼後１０分

間

・書記と議長を

配置

・スタンディング

会議で方針

を決定する

ために

ケース会議

を

議長が 平成２３年６

月１０日まで

に

職員室で １会議１議題に

する。



既往歴

問題点

生活歴

ＡＤＬ
生活状況

コミュニケーション

Ⅰさん



日時日時日時日時 名前名前名前名前 検討内容検討内容検討内容検討内容 支援内容支援内容支援内容支援内容 効果の有無効果の有無効果の有無効果の有無

２月８日

Ａさん

男性

73才

車椅子自走から杖歩

行への移行支援につ

いて

毎食時、居室から食堂まで

の移動を職員見守りの下、

杖歩行で移動していただく ○

２月９日
Ｂさん

女性

７２才

夜間の排泄に伴う転

倒防止について

ＮＣを利用していただき、

夜間のトイレ誘導を行う。

○

２月１０日
Ｃさん

女性

５５才

体重増化による身体

的負担について

1日に２回体重チェックを

行う

○

２月１１日
Ｄさん

男性

５９才

下肢筋力の低下によ

る転倒防止の対策に

ついて

歩行器での歩行訓練を行い、

安定した移動ができるよう

にする ○

２月１４日
Ｅさん

男性

６８才

肛門部からの出血状

態と入浴方法につい

て

トイレ誘導・入浴時は患部

の確認を行い、入浴は最後

にする △



朝礼後の時間を充てることで、無理

なく時間の確保ができた。

１会議＝１議題と決めたため、充実

し、時間短縮と効率が上がった。

職員間の情報の共有化が同時にでき、

統一した支援ができる基盤となった。

※１

※２

※３



効果の確認

年間会議開催件数

（平成２３年度 １年間）

（平成２４年度２月末現在）

会議内容の内訳会議内容の内訳会議内容の内訳会議内容の内訳 平成２３年度平成２３年度平成２３年度平成２３年度 平成２４年度平成２４年度平成２４年度平成２４年度

状態変化 120件 56件

評価見直し 17件 26件

入退院 4件 7件

新入所 4件 10件

退所 2件 2件

合計 147件 101件

（平成２１年度 １年間）



１ 朝礼後にスタンディングスタンディングスタンディングスタンディングで行う

２ 会議で話し合う支援内容は１つに絞る１つに絞る１つに絞る１つに絞る

３ 司会司会司会司会者者者者と記録者記録者記録者記録者を分け、司会者は会議を

進行し、記録者はその場でその場でその場でその場で直接直接直接直接ＰＣ（掲

示板）に入力する。



＜支援目標の策定＞＜支援目標の策定＞＜支援目標の策定＞＜支援目標の策定＞

見直しは全職員で検討する見直しは全職員で検討する見直しは全職員で検討する見直しは全職員で検討する

＜「支援目標」＜「支援目標」＜「支援目標」＜「支援目標」

「あなたの今日の目標」＞「あなたの今日の目標」＞「あなたの今日の目標」＞「あなたの今日の目標」＞

各居室に掲示する各居室に掲示する各居室に掲示する各居室に掲示する

＜毎月「進行表」作成＞＜毎月「進行表」作成＞＜毎月「進行表」作成＞＜毎月「進行表」作成＞

施設長はじめ、上司の決裁をもらう。施設長はじめ、上司の決裁をもらう。施設長はじめ、上司の決裁をもらう。施設長はじめ、上司の決裁をもらう。

＜前期の評価と後期の目標＜前期の評価と後期の目標＜前期の評価と後期の目標＜前期の評価と後期の目標

の見直し＞の見直し＞の見直し＞の見直し＞

＜「支援目標」＜「支援目標」＜「支援目標」＜「支援目標」

「あなたの今日の目標」＞「あなたの今日の目標」＞「あなたの今日の目標」＞「あなたの今日の目標」＞

各居室に掲示する各居室に掲示する各居室に掲示する各居室に掲示する



波及効果２




